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• 技術的課題
• 単眼カメラでの3D軌道再現精度
• YOLO検出+PnP復元のリアルタイム処理

• UIの課題
• AR表示の視認性・情報量の最適化

• 評価課題
• 客観精度・審判主観評価の両立
• 実戦環境でのデータ収集・分析手法

AR技術を用いたストライク判定支援システムの研究

栗秋 健吾（東京大学 工学部機械情報工学科 2年）kengokuriaki@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

研究概要

研究背景

研究目的

研究課題

先行事例との比較

研究方法

近年、審判の負担軽減や誤審防止の観点から、AI審判の導入が注目を集めている。しかしその一方で、審判を完全にAIに置き換える
ことには技術的課題や心理的な抵抗感が伴う。そこで本研究では、「審判をAIに置き換える」のではなく「人間の審判を支援する」
ことを目的とし、AR技術を活用した補助システムの開発を目指す。具体的には、打者ごとに異なるストライクゾーンをリアルタイム
に視覚化し、審判の判定を支援することで、より公正で正確なジャッジを可能にする。

• 映像取得
• Magic Reap2などのARデバイス

• ボール検出
• YOLOv9(物体検出) / DeepSORT(トラッキング)

• 3D軌道復元
• PnP法

• AR統合表示
• Unity上でストライクゾーンと軌道を重畳表示

• 評価実験
• ストライク判定 一致率分析
• 審判へのアンケート
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野球界では、AI審判や光学トラッキング技術
(Hawk-Eye等)が普及
しかし
• 高コスト・複数のカメラに依存する・固定視点前提
• アマチュアや教育現場では導入困難
AR技術は現実空間での情報重畳と直感的な提示が可能
→審判支援に応用すれば、公平性+現場応用性の両立が期待
できる

リアルタイムARストライク判定支援システムの開発・検証
目的
• 審判の主観視点でのストライクゾーン提示
• 判定制度と一貫性の向上
• 低コスト実装による実用化可能性の検証

画像出典: Business Insider (https://www.businessinsider.com/mlb-strike-zone-2014-9)
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